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 要 旨   

 

目的：アルコール摂取と脂肪率の関連性については、一貫性がなく、断片的な証拠しかない。そこ

で本研究は、脂肪率と肥満発生率の反復測定を行い、アルコール摂取パターンと 4つの異なる脂肪

マーカーとの縦断的な関連性を検討した。 

 

方法：現在飲酒者を、週当たりのアルコール摂取量で性別に四分位に分類した場合と英国の飲酒ガ

イドラインに基づき分類した場合とで検討した。統計解析には、多変量調整一般化線形モデルを使

用した。 

 

結果：女性におけるアルコール摂取量と体脂肪率（BF％：（B = 0.42％、95％CI：上位 4分の 1の

女性で 0.04、0.80％））の関連を除いて、男女ともアルコール摂取量と体脂肪率との間に関連は認め

られなかった。赤ワインおよびシャンパン／白ワインの消費は、男女ともに、ウエスト周囲径（WC）

と逆相関していた（女性：B = -0.58 cm, 95%CI: -0.77-0.38cm, B=-0.49cm, 95%CI: -0.68-0.29cm、

男性：B=-0.28cm, 95%CI: -0.47 -0.08 cm、B=-0.23 cm, 95%CI: -0.42-0.04cm）。蒸留酒飲用者は、

非飲用者に比べてWCが高かった。アルコール摂取は、女性では肥満発症の低リスクと関連してい

た（第 2 四分位では OR：0.60、95％CI：0.45-0.80、第 3 四分位では OR：0.53、95％CI：0.40-

0.70、第 4四分位では OR:0.61, 95%CI:0.46-0.80）。 

 

結論：アルコール摂取量と脂肪率の縦断的な関連については、限られたエビデンスしか見いだせな

かった。統計的に有意な関連はほとんどなく、臨床的に重要であるとは考えにくい。 

 

 


